
幸
せ
上
々
、
み
や
こ
の
じ
ょ
う

日
本
一
の
肉
と
焼
酎
、
と
っ
て
お
き
の
自
然
と
伝
統

広報

特集
■買い物支援カーが買い物をお手伝いします
■マイナンバー制度が始まります
■都城市市民意識調査結果 ほか

October.2015
《vol.118》
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市
内
の
買
い
物
困
難
地
区

買
い
物
支
援
カ
ー
２
台
が

巡
回
し
ま
す

買
い
物
支
援
カ
ー
と
は

　

本
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人

口
が
28
・
５
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
と
、
日
常
生

活
で
必
要
な
も
の
を
、
身
近
な
場
所
で

購
入
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
が
よ
り
深

刻
化
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
高
齢
化
率
が
30
㌫
以
上

で
、
バ
ス
の
運
行
本
数
が
１
時
間
に
１

本
未
満
の
地
区
や
店
舗
数
が
少
な
い
地

区
を
、
買
い
物
困
難
地
区
と
し
て
指
定

し
ま
し
た
。

　

西
岳
地
区
と
庄
内
地
区
は
「
あ
い
も

こ
い
も
号
（
㈱
な
が
や
ま
）」
が
、
山

之
口
地
区
と
高
城
地
区
は
「
げ
ん
き

カ
ー
（
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
協
同
組

合
み
や
ざ
き
）」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
巡
回

し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
郷
地
区
、
五
十
市
地
区
今

町
・
大
岩
田
町
、
姫
城
地
区
下
長
飯
町
、

志
和
池
地
区
、
山
田
地
区
で
も
随
時
運

行
を
始
め
ま
す
。

　

今
回
、
買
い
物
困
難
地
区
を
対
象
に
、

生
鮮
品
な
ど
の
日
常
生
活
に
必
要
な
も

の
を
購
入
で
き
な
い
人
が
、
気
軽
に
買

い
物
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
「
買
い

物
支
援
カ
ー
」
が
運
行
を
開
始
。

　

市
内
９
地
区
で
の
移
動
販
売
を
通
し

て
、
買
い
物
が
困
難
な
皆
さ
ん
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

買
い
物
支
援
カ
ー
が

買
い
物
を
お
手
伝
い
し
ま
す

人口減少や高齢化により、身近に商店などがなかったり遠かったりして、
食料品などの買い物が難しい中山間地域（買い物困難地区）などで
生活する皆さんを支援する、自動車移動販売「買い物支援カー」が
スタート。対象地域に住んでいる皆さんの生活が便利になります。

◎問い合わせ　商工政策課　☎23ｰ2983

買
い
物
困
難
者
支
援
事
業

減
少
し
た
商
店

　

食
料
品
や
日
用
品
な
ど
を
扱
う
市
内

の
小
売
店
は
、
年
々
減
少
し
て
い
て
、

一
部
の
地
域
で
は
、
日
々
の
生
活
に
必

要
な
も
の
を
気
軽
に
買
う
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

商
業
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
市
内
で

平
成
16
年
に
２
、８
０
２
店
舗
あ
っ
た

商
店
は
、
平
成
19
年
に
は
２
０
５
店
舗

減
少
し
て
２
、５
９
７
店
舗
と
な
っ
て

い
て
、
商
店
が
な
い
地
域
も
み
ら
れ
ま

す
。
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買
い
物
支
援
カ
ー
の
運
行
日

事
業
者
か
ら

買
い
物
支
援
カ
ー
が

販
売
す
る
場
所

気
軽
に
、
便
利
に

買
い
物
が
で
き
ま
す

　

対
象
地
区
を
巡
回
す
る
買
い
物
支
援

カ
ー
の
運
行
日
は
原
則
、
次
の
通
り
で

す
。

　

今
回
、
市
内
２
事
業
者
の
協
力
に
よ

り
「
買
い
物
支
援
カ
ー
」
の
運
行
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

あ
い
も
こ
い
も
号
を
運
行
す
る
、
㈱

な
が
や
ま
代
表
取
締
役
永
山
幸
弘
さ
ん

は
「
買
い
物
支
援
カ
ー
を
運
行
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
買
い
物
の
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民

同
士
が
顔
を
合
わ
す
こ
と
で
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
お
手
伝
い
が
で
き

る
の
が
う
れ
し
い
」。
ま
た
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
み
や
ざ
き
理

事
長
鈴
江
信
子
さ
ん
は
「
人
と
人
と
が

出
会
え
る
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
今

後
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て

い
き
た
い
」
と
、
新
た
な
取
り
組
み
に

地
域
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

買
い
物
支
援
カ
ー
が
商
品
を
販
売
す

る
場
所
は
、
自
治
公
民
館
や
閉
店
し
た

店
舗
の
駐
車
場
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
決

め
ら
れ
た
公
道
以
外
の
安
全
な
場
所
で

す
。

　

ま
た
、
対
象
地
区
内
で
の
み
販
売
し

ま
す
の
で
、
対
象
地
区
外
と
移
動
途
中

の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
地
区
に
よ
っ
て
販
売
場
所
や

販
売
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
各
事
業
者
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

対
象
地
区
で
は
、
買
い
物
支
援
カ
ー

の
運
行
が
始
ま
り
、
気
軽
に
買
い
物
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
少
し
の
商
品
を
遠

方
ま
で
買
い
に
行
か
な
く
て
い
い
の
で

便
利
」、「
今
ま
で
週
末
に
ま
と
め
て
商
品

を
購
入
し
て
い
た
が
、
新
鮮
な
魚
介
類

な
ど
を
手
軽
に
購
入
で
き
る
の
が
う
れ

し
い
」、「
買
い
物
と
合
わ
せ
て
、
地
域
の

人
た
ち
と
会
話
が
で
き
る
の
も
楽
し
み
」

と
言
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
事
業
者
は
、
利
用
者
の
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
商
品
の
入
れ
替

え
を
し
た
り
、
販
売
場
所
を
増
や
し
た

り
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
あ
い
も
こ
い
も
号
】

月
・
木
曜
日

　

�

美
川
町
下
川
内
、
上
川
内
、
後
川
内

地
区

火
・
金
曜
日

　

�

高
野
町
馬
渡
、
荒
川
内
、
大
塚
地
区

水
・
土
曜
日

　

�

吉
之
元
町
田
野
、
折
田
代
地
区
お
よ

び
庄
内
町
の
一
部

問�

㈱
な
が
や
ま　

☎
37-

３
３
８
０

【
げ
ん
き
カ
ー
】

月
曜
日

　

�

山
之
口
町
青
井
岳
、
永
野
、
麓
地
区

お
よ
び
高
城
町
有
水
地
区
の
一
部

火
曜
日

　

�

高
城
町
大
井
手
、桜
木
地
区
の
一
部
、

お
よ
び
山
之
口
町
富
吉
、
花
木
地
区

の
一
部

水
曜
日

　

�

高
城
町
有
水
、
四
家
地
区
の
一
部

木
曜
日

　

�

山
之
口
町
青
井
岳
、
麓
、
富
吉
、
花

木
地
区
の
一
部

金
曜
日

　

�

高
城
町
石
山
、
有
水
、
四
家
地
区
の

一
部

問�

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
み

や
ざ
き　

☎
38-

７
０
７
０

買い物支援カーが買い物をお手伝いします

　西岳地区の高齢者は、近くに商店が
ないために、週末になると家族と一緒
に買い物に行ったり、近所の人に頼ん
で買ってきてもらったりしていました。
　今回、買い物支援カーが導入される
ことで、さまざまな商品を購入するこ
とができるようになります。また、買
い物だけではなく、地域の皆さんのつ
ながりを深めることができます。定期
的に販売にきてもらえるので、あまり
顔を見ることがない人同士の触れ合い
や、情報交換を通して高齢者の見守り
にも役立てながら、地域の皆さんに喜
んでもらいたいですね。

西岳地区自治公民館
連絡協議会
会長

坂元 和雄さん

インタビュー
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

ど
ん
な
と
き
に
使
う
の
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
メ
リ
ッ
ト

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
は
、

住
民
票
登
録
の
あ
る
人
に
割
り
振
ら
れ

る
、
一
人
一
人
異
な
っ
た
12
桁
の
番
号

で
す
。
年
金
や
医
療
保
険
な
ど
福
祉
に

関
す
る
こ
と
や
、
確
定
申
告
な
ど
税
の

手
続
き
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
11
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
知
ら

せ
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
、
住
民
票
の

住
所
の
世
帯
主

宛
に
、
簡
易
書

留
で
送
ら
れ
ま

す
。

　
紛
失
し
な
い

よ
う
に
、
大
切

に
管
理
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
各
種
手
当
て
の
申
請
や
保
険
の
給
付

な
ど
、
社
会
保
障
に
関
す
る
こ
と
や
、

税
の
申
告
手
続
き
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
使
用
し
ま
す
。

 

社
会
保
障
関
係

・
年
金
の
資
格
取
得
や
確
認
給
付

・
雇
用
保
険
の
資
格
取
得
や
確
認
給
付

・
医
療
保
険
の
給
付
請
求

・
児
童
手
当
の
現
況
届
け

・
生
活
保
護
の
申
請
な
ど

 

税
関
係

・
税
務
署
な
ど
に
提
出
す
る
確
定
申
告

　
の
手
続
き
、
届
出
書
、
調
書

・
市
県
民
税
の
申
告

・
勤
め
先
に
提
出
す
る
扶
養
親
族
届
け

　
な
ど

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
で
、
行
政
機
関
で
の
手
続
き
が
簡

単
に
な
り
、
正
確
で
早
く
な
る
こ
と
で
、

給
付
金
な
ど
の
不
正
受
給
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。

マイナンバー制度は、国・県・市などの情報のやり取りを円滑にして手続きを簡単にすることで、
行政の無駄をなくし、行政サービスを必要とする人を支援することを目的に作られました。11月
から、住民票の世帯ごとに、マイナンバーが記載された紙製の「通知カード」が送付されます。「通
知カード」は世帯主宛に簡易書留で郵送し、転送依頼をしていても、転送先へは郵送されません。
今回はマイナンバー制度や、通知カードと個人番号カードについて紹介します。

◎問い合わせ　マイナンバー専用電話（市民課内）　☎23ｰ2774

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

マイナンバー制度
あなたにもマイナンバーが通知されます

（　　　）が始まります社会保障・
税番号制度

　
国
や
県
、
市
な
ど
の
間
で
情
報
の
連

携
が
取
れ
る
こ
と
で
、
確
認
作
業
の
重

複
が
減
り
、
迅
速
な
行
政
支
援
が
で
き

ま
す

　
住
民
票
や
所
得
証
明
書
な
ど
の
添
付

書
類
の
数
が
減
り
、
行
政
機
関
で
の
手

続
き
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　
所
得
や
、
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受

給
状
況
の
把
握
が
簡
単
に
な
っ
た
り
、

脱
税
や
不
正
受
給
な
ど
の
防
止
に
つ
な

が
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
平
等
で
き
め
細

や
か
な
支
援
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

行
政
の
効
率
化

利
便
性
の
向
上

公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
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さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す

申
請
方
法
が
分
か
ら
な
い
人
は

お
手
伝
い
を
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

11月から１月から

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
は
、
社
会
保
障

や
税
の
申
告
な
ど
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
送
付
さ
れ

た
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請
書
を

必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
11
月
２
日
㈪
～
平
成
28
年
３

月
31
日
㈭（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
８
時
30
分
～
17
時
15
分

●
場
所　
市
役
所
７
階
特
設
会
場

　
　
　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

※
写
真
は
会
場
で
撮
影
し
ま
す

　

転
入
や
転
居
、
婚
姻
な
ど
で
氏
名
が

変
わ
る
と
き
は
、
通
知
カ
ー
ド
、
ま
た

は
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
を

書
き
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

カ
ー
ド
を
持
参
し
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０

－

20

－

０
１
７
８

（
９
時
30
分
～
20
時
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
17
時
30
分
ま

　

で
。
年
末
年
始
を
除
く

Ｉ
Ｐ
電
話
の
人
は

☎
０
５
０

－

３
８
１
６

－

９
４
０
５

※
所
定
の
通
話
料
が
か
か
り
ま
す

マイナンバー制度が始まります
あなたにもマイナンバーが通知されます

住
民
票
の
住
所
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
通
知
書
が
届

き
ま
す

年
金
や
医
療
、雇
用
保
険
、

税
の
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は

異
動
の
手
続
き
に
つ
い
て

カ
ー
ド
で
す
。

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が

搭
載
さ
れ
、
身

分
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
る

ほ
か
、
各
種
行

政
手
続
き
の
電

子
申
請
で
利
用

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

簡
易
書
留
で
通
知
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
届
き
ま
す
。

通
知
カ
ー
ド
は
中
身
を
必
ず
確
認
し
て
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
書
留
の
封
筒
に
は
次
の
も
の
が
入
っ
て
い
ま
す

・
12
桁
の
個
人
番
号
が
書
か
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」

・「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請
書
と
返
信
用
封
筒

・
説
明
書

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
ほ
か
に
、
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
性
別
、
顔
写
真
が
印
刷
さ
れ
た

１
月
以
降
に
「
交
付
通
知
書
」
が
届
い
た
ら
、
本
人
が
市
の
窓
口
で
受
け
取
り
ま
す

●
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
受
け
取
り
に
は
、
次
の
３
つ
が
必
要
で
す

・「
通
知
カ
ー
ド
」

・「
交
付
通
知
書
」

・
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

郵
送
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
申
請
し
ま
す
。

●
郵
送
の
場
合 

申
請
書
に
本
人
の
顔
写
真
を
貼
り
、
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
投
函
し
ま
す

●
オ
ン
ラ
イ
ン
の
場
合 

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
な
ど
で
顔
写
真
を
撮
影
し
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
て
申
請
し
ま
す

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
手
順

通知カード
の受け取り申　請受け取りＱ　

個
人
情
報
の
漏
え
い
対
策
は
大
丈
夫
？

Ａ　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
、�

個
人
情
報
が
同
じ
と
こ
ろ
で
管
理
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
国
税
に
関
す
る
情
報
は
税
務
署
に
、
児
童

手
当
や
生
活
保
護
に
関
す
る
情
報
は
市
役
所
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

情
報
は
分
散
し
て
管
理
さ
れ
ま
す
。
分
散
し
て
管
理
す
る
こ
と
で
、
次
か

ら
次
に
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。



都
城
の
住
み
や
す
さ

都
城
市
の
住
み
心
地
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
か
。

こ
れ
か
ら
も
都
城
市
に

住
み
続
け
た
い
で
す
か
。

Q

Q

◎
解
説

本
市
の
住
み
心
地
に
つ
い
て

は
、
90
㌫
の
人
が
「
住
み
や
す

い
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み

や
す
い
」
と
感
じ
て
い
て
、
前
年

度
の
調
査
よ
り
１
ポ
イ
ン
ト
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
代
別
に
み
る
と
「
住

み
や
す
い
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る

人
は
20
代
の
95
㌫
が
最
も
多
く
、

逆
に
も
っ
と
も
少
な
い
の
は
50
代

の
86
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
解
説

回
答
者
の
う
ち
、
82
㌫
の
人
が

「
い
ま
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
住

み
続
け
た
い
」、「
市
内
の
別
の
地

域
に
住
み
た
い
」と
感
じ
て
い
て
、

前
年
度
の
調
査
よ
り
１
ポ
イ
ン
ト

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
代
別
に
み
る
と
「
都

城
に
住
み
続
け
た
い
」
と
感
じ
て

い
る
人
は
、
70
代
の
92
㌫
が
最
も

多
く
、
逆
に
、
最
も
少
な
い
の
は

20
代
の
61
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住みやすい
44%どちらかといえば

住みやすい
46%

どちらかといえば
住みにくい 8%

住みにくい 2%

いま住んでいるところに
住み続けたい

73%

市内の
別の地域に
住みたい 9%

市内には
住みたくない
2% わからない

16%
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◆世帯構成
世　帯 回答者 比　率
単身 142人 11%
夫婦 567人 42%
二世代 521人 39%
三世代 66人 5%
その他 18人 1%
無回答 26人 2%
計 1,340人 100%

◆地区
地　区 回答者 比　率
姫　城 89人 7%
小松原 63人 5%
妻ケ丘 174人 13%
祝　吉 148人 11%
五十市 126人 9%
横　市 101人 8%
沖　水 124人 9%
志和池 41人 3%

地　区 回答者 比　率
庄　内 67人 5%
西　岳 24人 2%
中　郷 69人 5%
山之口 57人 4%
高　城 77人 6%
山　田 64人 5%
高　崎 84人 6%
無回答 32人 2%
計 1,340人 100%

◆年代
年　代 回答者 比　率
20代 73人 6%
30代 162人 12%
40代 177人 13%
50代 227人 17%
60代 399人 30%
70代 284人 21%
無回答 18人 1%
計 1,340人 100%

第10回 都城市市民意識調査

ふれあいアンケート結果
市では、市民の意見を市政に反映させるため、６月に「都城市市民意識調査（ふれあいアンケート）」
を実施しました。調査に協力いただいた皆さん、ありがとうございました。
今回は、20歳から79歳までの約12万人の市民の中から無作為に選んだ4,000人を対象に、本市
の住み心地や取り組み、みどりと景観、男女共同参画意識、都城志布志道路、行財政改革、市町
村合併、人口減少対策、公共施設のあり方、市政に対する意見について調査を行いました。
回答者は1,340人（男性553人・41％、女性761人・57％、無回答26人・2％）で、回答率は
34％でした。なお、詳細な結果は、市のホームページで紹介します。

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3174



市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
特
に
力
を
い
れ
る
べ
き
だ
と
思
う

も
の
は
何
で
す
か
。

（
複
数
回
答
上
位
10
位
）
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本
市
の
取
り
組
み

Q◎
解
説

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
特
に

力
を
入
れ
る
べ
き
項
目
の
１
位
は
、

「
福
祉
対
策
」
と
な
っ
て
い
て
、「
子

育
て
支
援
」、「
道
路
や
側
溝
の
整

備
」、「
地
域
の
商
店
街
の
活
性
化
」、

「
医
療
・
救
急
対
策
」
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。
年
代
別
で
み
る
と
、
20

代
・
30
代
・
40
代
で
「
子
育
て
支

援
」、
50
代
・
60
代
・
70
代
で
「
福

祉
対
策
」が
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
区
別
で
み
る
と
、
姫
城
・
小

松
原
で
「
地
域
の
商
店
街
の
活
性

化
」、
妻
ケ
丘
・
祝
吉
・
西
岳
・
山

之
口
・
高
城
・
山
田
で
「
福
祉
対
策
」、

五
十
市
・
横
市
・
沖
水
・
庄
内
・
中

郷
で
「
子
育
て
支
援
」、
志
和
池
・

高
崎
で
「
道
路
や
側
溝
の
整
備
」
が

１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
帯
別
で

は
、
単
身
・
夫
婦
で
「
福
祉
対
策
」、

二
世
代
・
三
世
代
で
「
子
育
て
支
援
」

が
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

463

448

377

366

361

322

272

262

250

237

0 200 400

1．福祉対策

2．子育て支援

3．道路や側溝の整備

4．地域の商店街の活性化

5．医療・救急対策

6．雇用創出

7．健康づくりの推進

8．防犯対策

9．自然環境の保全

10．企業誘致

市
内
の
樹
林
（
緑
）
の

多
さ
に
満
足
し
て
い
ま

す
か
。

都
城
市
の
ま
ち
な
み
の

美
し
さ
に
満
足
し
て
い

ま
す
か
。

み
ど
り
と
景
観

QQ

Q Q

満足
39%

満足
34%

満足
15%

満足
14%

やや満足
47%

やや満足
48%

やや満足
52%

やや満足
48%

やや不満
9%やや不満

12%

やや不満
28%

やや不満
21%

市
内
の
田
ん
ぼ
や
畑
の

風
景
の
美
し
さ
に
満
足

し
て
い
ま
す
か
。

市
内
の
文
化
遺
産
や
文
化

財
の
歴
史
的
雰
囲
気
に
つ

い
て
満
足
し
て
い
ま
す
か
。

無回答 3%

無回答 4%

無回答 4%

無回答 8%

不満 2%不満 2%

不満 4%
不満 6%

第10回 都城市市民意識調査

ふれあいアンケート結果



小
児
医
療
体
制
の
充
実

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

子
ど
も
の
保
育
・
教
育
環
境

の
充
実
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援

や
相
談
体
制
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

都
城
志
布
志
道
路
の
計

画
に
つ
い
て
知
っ
て
い

ま
し
た
か
。

都
城
志
布
志
道
路
の
開

通
区
間
を
通
行
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
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人
口
減
少
対
策

QQ

Q◎
解
説

全
国
的
に
人
口
減
少
問
題
が
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
中
、
人
口

減
少
防
止
対
策
の
参
考
と
す
る
た

め
、
子
育
て
環
境
に
関
す
る
項
目

を
中
心
に
調
査
し
ま
し
た
。

本
市
の
子
育
て
環
境
と
し
て

は
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援

や
相
談
体
制
、
小
児
医
療
体
制
の

充
実
お
よ
び
子
ど
も
の
保
育
・
教

育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
、
約
半

数
の
人
が
「
良
い
」
と
答
え
て
い

ま
す
。

都
城
志
布
志
道
路

QQ

Q◎
解
説

地
域
高
規
格
道
路
「
都
城
志
布

志
道
路
」
の
整
備
の
必
要
性
を
広

く
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
早
期
全

線
開
通
に
向
け
て
取
り
組
み
の
参

考
に
す
る
た
め
に
調
査
し
ま
し
た
。

都
城
志
布
志
道
路
の
計
画
に
つ

い
て
は
、
84
㌫
の
人
が
「
知
っ
て

い
た
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
、「
都
城
志
布
志
道
路
は
無

料
で
通
行
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
」
は
78
㌫
、「
一
部
開
通
区

間
を
通
行
し
た
こ
と
が
あ
る
」
は

66
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

知っていた
84%

通行したことがある
66%

知らなかった
16%

通行したことが
ない

34%

知っていた
78%

知らなかった
22% 都

城
志
布
志
道
路
は
無

料
で
通
行
で
き
る
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。

良い
10%

良い
12%

良い
10%

どちらかと
いえば良い
33%

どちらかと
いえば良い
33%

どちらかと
いえば良い
37%

どちらとも
いえない
47%

どちらとも
いえない
41%

どちらとも
いえない
40%

どちらかと
いえば悪い 9%

どちらかと
いえば悪い 7%

どちらかと
いえば悪い

10%

悪い 4%

悪い 3%悪い 4%



市
が
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
し
た
か
。

利
用
す
る
機
会
が
多
い

の
は
何
で
す
か
。

（
複
数
回
答
上
位
５
位
）

施
設
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
ど
う
す
べ
き
で

す
か
。

（
複
数
回
答
上
位
５
位
）

新
た
な
計
画
策
定
に
当
た

り
引
き
続
き
主
要
項
目
と

す
べ
き
も
の
は
何
で
す
か
。

（
複
数
回
答
上
位
５
位
）
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行
財
政
改
革

QQ

Q◎
解
説

本
年
度
ま
で
推
進
し
て
き
た
行

財
政
改
革
大
綱
お
よ
び
そ
の
実
施

計
画
を
評
価
し
、
新
た
な
計
画
策

定
の
参
考
に
す
る
た
め
調
査
し
ま

し
た
。
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
24
㌫
の
人
が
「
知
っ
て

い
た
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

新
た
な
計
画
策
定
に
当
た
り
、

引
き
続
き
主
要
項
目
と
す
べ
き
も

の
は「
職
員
の
意
識・行
動
改
革
」が

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
53
㌫
の
人

が「
評
価
す
る
」と
回
答
し
ま
し
た
。

知っていた
24%

評価する
14%

どちらかといえば
評価する

39%

どちらとも
いえない
39%

どちらかといえば
評価しない 5%

知らなかった
74%

公
共
施
設
の
あ
り
方

Q

Q

◎
解
説

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ

た
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
が
全
国
的
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
こ
れ

か
ら
の
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
た
め
調
査
し
ま
し
た
。

日
常
生
活
で
利
用
す
る
機
会
の

多
い
公
共
施
設
は
、「
保
養
観
光

施
設
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後
も
公
共
施
設

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
施

設
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
新
た
な

収
入
源
を
確
保
す
る
」
が
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

◎
終
わ
り
に

今
回
、1
、３
4
０
人
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
市
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
市
で
は
、「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝
ス
マ
イ
ル
シ

テ
ィ
都
城
」
の
実
現
に
向
け
て
、

調
査
の
結
果
や

寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
を
、
市
政

運
営
に
役
立
て

て
い
き
ま
す
。

0 300

職員の意識・行動改革

迅速・丁寧なサービスの提供

経費削減や歳入増等の
財政健全化

職員定数の適正化

公共施設などの見直しや
適正配置

無回答 2%

評価しない 3%

0

0 600300

300 600

保養観光施設

庁舎など

集会施設

スポーツ施設

文化施設

768

744

施設の有効活用により、
新たな収入源を確保する

施設管理の民間委託や、
譲渡により経費削減を図る

既存施設の改修などを行い、
施設の長寿命化を図る

新たに施設の建設は
行わない

他の行政サービスや事業の
見直し・廃止を行う

576

513

492

467

413

694

493

370

653

526

451

420

371

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
評
価
し
ま
す
か
。

第10回 都城市市民意識調査

ふれあいアンケート結果
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日
韓
国
交
正
常
化
50
周
年
と
な
る
今
年
、神
奈
川
県
や
新
潟
県
、北
海
道
な
ど
巡
回
す

る
特
別
展
を
、
本
市
で
も
開
催
し
ま
す
。
20
世
紀
前
半
に
お
け
る
日
本
と
韓
国
の
美

術
、そ
し
て
美
術
家
同
士
の
交
流
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
美
術
館　
☎
25ｰ

１
４
４
７

　
多
く
の
矛
盾
に
満
ち
た
「
近
代
」
と

い
う
時
代
、
日
韓
両
国
の
美
術
家
た
ち

は
、
社
会
的
な
限
界
を
越
え
よ
う
と
す

る
ま
な
ざ
し
を
持
ち
、
芸
術
的
な
表
現

力
で
個
々
の
世
界
観
を
深
め
て
い
き
ま

し
た
。

　
本
展
で
は
、
日
韓
の
美
術
家
た
ち

が
、
東
洋
画
や
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
な

ど
幅
広
い
分
野
で
、
20
世
紀
前
半
の
朝

鮮
半
島
を
ど
の
よ
う
な
空
間
と
し
て
と

ら
え
、
表
現
し
た
か
に
焦
点
を
当
て
紹

介
し
ま
す
。

近
代
人
の
日
常

　
旅
行
者
と
し
て
韓
国
を
訪
れ
た
日
本

人
美
術
家
の
多
く
は
、
川
辺
で
の
洗
濯

や
伝
統
衣
装
を
着
た
人
々
で
に
ぎ
わ
う

市
場
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
の
伝
統
的

な
側
面
を
魅
力
的
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て

表
現
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
韓
国
の
美
術
家
た
ち
は
、

近
代
建
築
が
建
ち
並
ぶ
都
市
の
風
景
や

洋
装
の
人
物
な
ど
、
近
代
化
の
進
む
日

常
を
生
き
生
き
と
描
い
て
い
ま
す
。

近
代
「
朝
鮮
」
の
風
景

　
古
来
の
聖
地
で
あ
り
、
近
代
に
は
一

大
観
光
地
と
な
っ
た
金ク

ム

剛ガ
ン

山サ
ン

な
ど
は
、

本
市
ゆ
か
り
の
美
術
家
た
ち

　
こ
の
時
代
、
本
市
の
名
誉
市
民
で
も

あ
る
山
田
新
一
は
朝
鮮
美
術
展
覧
会
で

活
躍
し
、
小
牧
正
美
も
京け

い

城じ
ょ
う

師
範
学
校

を
出
て
教
職
に
就
い
て
い
ま
し
た
。
山

内
多
門
や
益
田
玉ぎ

ょ
く

城じ
ょ
う

は
旅
行
者
と
し
て

朝
鮮
の
風
景
を
描
き
、「
金
剛
山
」
や
「
笛

の
音
」
は
市
立
美
術
館
収
蔵
品
の
目
玉

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
本
市
ゆ
か
り
の
作
品
の
中
で
、

複
雑
な
時
代
の
文
化
が
、
ど
の
よ
う
に

表
現
さ
れ
て
い
る
か
も
、
今
回
の
特
別

展
の
見
所
の
一
つ
で
す
。

日
韓
の
美
術

家
が
共
に
描

い
て
い
ま
す

が
、
同
じ
対

象
で
も
表
現

の
違
い
を
感

じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
会
期	

10
月
23
日
㈮
〜
12
月
６
日
㈰

９
時
〜
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

●
場
所	

都
城
市
立
美
術
館

●
入
館
料
　
一
般
８
０
０
円（
６
０
０
円
）、

高
校
・
大
学
生
６
０
０
円（
４
０
０
円
）、�

中
学
生
以
下
は
無
料

※�（　

）
内
は
前
売
り
、
20
人
以
上
の
団
体
、

65
歳
以
上
、障
が
い
の
あ
る
人
の
割
引
料

金
。都
城
島
津
伝
承
館
と
都
城
歴
史
資
料

館
で
開
催
し
て
い
る
特
別
展
や
企
画
展

の
入
場
券
の
半
券
を
提
示
し
た
人
は
割

引
料
金
で
観
覧
可

※�

11
月
３
日
㈫（
文
化
の
日
）
は
無
料
。
11

月
15
日
㈰（
家
庭
の
日
）
は
高
校
生
以
下

同
伴
の
保
護
者
は
無
料

関
連
事
業

●
定
員　

各
30
人

【
映
画
ロ
ビ
ー
上
映
】

「
道
～
白
磁
の
人
～
」

●
日
時　

�

10
月
30
日
㈮
、
11
月
13
日
㈮
・�

20
日
㈮ 

18
時
〜

「
ふ
た
つ
の
祖
国
、ひ
と
つ
の
愛
イ
・
ジ
ュ

ン
ソ
プ
の
妻
」

●
日
時　

11
月
６
日
㈮　

18
時
〜

※�

特
別
展
チ
ケ
ッ
ト
ま
た
は
半
券
持
参
で

無
料
。
当
日
整
理
券
を
配
布
し
ま
す

【
美
術
鑑
賞
講
座
】

●
日
時　

11
月
15
日
㈰　

14
時
〜

●
定
員　

20
人
程
度

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー
】

●
日
時　

�

10
月
24
日
㈯
、
11
月
14
日
㈯�

13
時
30
分
〜

高
コ

羲
フィ

東
ドン

「程
チョンジャグァン

子冠をかぶる自画像」
（東京藝術大学蔵）

李
イ

仁
イン

星
ソン

「黄色いワンピースの婦人像」
（個人蔵）

日
本
と
韓
国
の
近
代
美
術
家
た
ち

展
示
の
み
ど
こ
ろ

美術館
特別展

日
韓
近
代
美
術
家
の
ま
な
ざ
し

「
朝
鮮
」で
描
く

益
田
玉
城
「
笛
の
音
」

山内多門「金剛山」
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中
学
生
や
高
校
生
自
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
企
画・
運
営
し
た
り
、子
ど
も
会
活
動

な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
ジ
ュ
ニ
ア・
リ
ー
ダ
ー
。イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
ジ
ュ
ニ
ア・
リ
ー
ダ
ー
の
活

動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課　
☎
23ｰ

９
５
４
５

か
け
が
え
の
な
い
体
験
を
し
よ
う

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
地
域
の

子
ど
も
会
で
良
き
相
談
相
手
や
話
し
相

手
と
な
っ
て
、
一
緒
に
活
動
の
計
画
を

立
て
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実

技
指
導
を
し
た
り
し
ま
す
。

　

本
市
に
は
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク

ラ
ブ
蒲た

ん

ぽ

ぽ

公
英
が
あ
り
、
現
在
16
人
の
メ

ン
バ
ー
が
子
ど
も
会
活
動
に
参
加
す
る

小
・
中
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
す
る
子
ど

も
会
の
「
十
五
夜
ま
つ
り
」
や
「
ク
リ

ス
マ
ス
会
」
な
ど
の
行
事
を
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
計
画
し
、
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

学
校
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

　

各
学
校
で
実
施
さ
れ
る
学
年
・
学
級

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど

に
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
参
加
で
き

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
サ
ポ
ー
ト

　

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
計
画
や

準
備
な
ど
に
関
わ
り
、
実
行
委
員
の
子

ど
も
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
を
ま
と
め

た
り
し
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
学
ぼ
う

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
教
室

　

市
で
は
、
講
座
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の

活
動
を
通
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
心
得
を
学
ぶ
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
～
平
成
28
年
３
月

※
月
に
２
回
程
度
、
土
曜
日
に
開
催

●
場
所　

中
央
公
民
館
ほ
か

●
対
象　

市
内
の
小
学
６
年
生
～
中
学

３
年
生

ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

市
内
の
小
学
５・６
年
生
が
子
ど
も
実

行
委
員
と
な
っ
て
企
画
す
る
子
ど
も
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
毎
年
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
18
日
㈰　

10
時
～
15
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
周
辺

●
主
な
内
容　

子
ど
も
た
ち
が
お
ば
け

役
に
な
る
本
格
的
な
「
お
化
け
屋
敷
」、

景
品
流
し
な
ど
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
作
る
手

作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

メンバー間の交流を深めるキャンプ

子ども会活動をサポート

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

ジ
ュ
ニ
ア・リ
ー
ダ
ー
っ
て
何
？

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

森も
り

木き 

翔し
ょ
う

也や

さ
ん

　いろいろな人と関わるこ
とに興味があり、昨年から
ジュニア・リーダーとして
活動しています。
　同世代の人たちのさまざ
まな意見を聞いたり、自分
の考えを相手に伝えたりし
ながらイベントの企画など
を行います。この活動を通
じて培ったコミュニケーシ
ョン能力は、普段の生活で
も役立っています。
　みんなで協力して一つの
ものを作り上げる達成感が
得られ、自分を変えるチャ
ンスにもなります。ぜひ、
参加してみてませんか。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

都
城
高
専
２
年

子どもフェスティバル
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環
境
に
ち
な
ん
だ
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売
な
ど
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
家
族
そ
ろ
っ
て
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　
環
境
政
策
課　
☎
23

－

２
１
３
０

楽
し
く
学
ん
で

資
源
を
有
効
に
活
用
し
よ
う
！

ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ

親
子
製
作
教
室

　

小
学
生
の
親
子
30
組

●
時
間　
13
時
～
15
時

●
参
加
費　
５
０
０
円

※�

事
前
申
し
込
み
が
必

要
（
当
日
の
製
作
は

申
し
込
み
順
）

磁
石
を
デ
コ
っ
ち
ゃ
お
う
！
（
無
料
）

　

冷
蔵
庫
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
時
に
取

り
出
し
た
磁
石
を
使
っ
た
装
飾
体
験
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ
ー
パ
ー
ス
コ
ッ
プ

を
作
ろ
う
（
無
料
）

　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
犬
の
散
歩

に
携
行
で
き
る
ペ
ー
パ
ー
ス
コ
ッ
プ
を

作
り
ま
す
。

廃
材
で
は
が
き
を
つ
く
ろ
う

　

手
作
り
の
木
製
は
が

き
で
、
大
切
な
人
に
手

紙
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
参
加
費　
１
５
０
円

配
布
・
交
換
・
回
収

　

い
ず
れ
も
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

⃝

緑
化
木
や
手
作
り
堆
肥
の
無
料
配
布

⃝
�

５
０
０
㍉
㍑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ

た
廃
食
油
を
野
菜
や
花
の
苗
と
交
換

⃝
�

指
定
ご
み
袋
大
１
袋
分
の
つ
ぶ
し
た

ア
ル
ミ
缶
を
ド
レ
ス
タ
オ
ル
と
交
換

⃝
�

霧
島
酒
造
の
焼
酎
パ
ッ
ク
５
枚
を
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
１
個
と
交
換

※
一
世
帯
20
個
ま
で

楽
し
く
遊
ぼ
う

巨
大
段
ボ
ー
ル
迷
路

　

５
㍍
四
方

の
段
ボ
ー
ル

を
組
み
合
わ

せ
た
巨
大
迷

路
が
出
現
。

難
コ
ー
ス
に

楽
し
く
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て

み
よ
う
。

展
示
・
そ
の
他
の
コ
ー
ナ
ー

井
戸
水
の
硝
酸
態
窒
素
の
無
料
検
査

　

５
０
０
㍉
㍑
以
下
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
井
戸
水
を
入
れ
て
持
参
く
だ
さ
い
。

※
先
着
１
０
０
人

発
電
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

電
力
会
社
が
実
施
す
る
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
変
換
実
験
器
を
使
っ
た
発
電
を
体
験

で
き
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理
し

ま
す
。
た
だ
し
、
材
料
費
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
当
日
修
理
で
き
な
い

も
の
は
、
後
日
引
き
渡
し
し
ま
す
。

※
ゲ
ー
ム
機
器
は
対
象
外

リ
サ
イ
ク
ル
古
本
市

　

古
本
を
一
冊
10
円
で

販
売
し
ま
す
。

飲
食
店
コ
ー
ナ
ー

　

手
作
り
そ
ば
や
肉
巻
き
お
に
ぎ
り
、

ケ
ー
キ
な
ど
、
飲
食
店
も
多
数
出
店
し

ま
す
。

第10回

都
城
市
環
境
ま
つ
り

都
城
市
環
境
ま
つ
り

●
日
時
　
10
月
24
日
㈯
　
10
時
～
16
時
　
※
雨
天
決
行

●
場
所
　
都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
さ
い
せ
い
館
」（
下
水
流
町
）　

会 場 案 内 図

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
自

転
車
を
再
生
し
て
、
希
望
者
に
抽
選

販
売
し
ま
す
。

●
販
売
品
目　
家
具

類
全
般
、自
転
車（
子

ど
も
用
含
む
）、
生

活
雑
貨

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

※�

販
売
品
の
配
達
は

で
き
ま
せ
ん

●
応
募
資
格　
都
城
市
ま
た
は
、
三

股
町
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

●
応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
さ
い
せ
い
館
事
務
所

の
応
募
箱
へ
投
函
く
だ
さ
い

※�

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。
家
具
、
自
転
車

は
一
人
当
た
り
各
１
点
の
み
応
募

可
（
重
複
無
効
）

●
応
募
期
間　
10
月
11
日
㈰
～
10
月

24
日
㈯
（
環
境
ま
つ
り
当
日
）
12
時

ま
で

※�

10
月
13
日
㈫
・
18
日
㈰
・
20
日
㈫

は
さ
い
せ
い
館
が
休
館

●
抽
選
方
法　
10
月
24
日
㈯
14
時
頃

か
ら
環
境
ま
つ
り
会
場
で
抽
選
発
表

※�

発
表
時
に
会
場
に
い
な
い
場
合

は
、
当
選
無
効
。
応
募
半
券
が
あ

れ
ば
代
理
で
も
可

◎
問
い
合
わ
せ　

　

さ
い
せ
い
館　

☎
36

−

３
９
０
０
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み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ
オ
体
操
第
１

笑
顔
と
健
康
を
届
け
る
体
操
の

誕
生
秘
話

都
城
地
域
の
方
言
で
語
り
、
誰
も
が
笑
顔
で
健
康
に
な
れ
る
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ

オ
体
操
第
１
。
今
回
は
、
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
誕
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課　
☎
23

−
２
１
１
５

産
声
を
あ
げ
た

「
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
」

　

都
城
地
域
の
方
言
に
詳
し
い
市
民
６

人
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会
を
設
立

し
、
作
詞
。
世
代
を
超

え
て
笑
顔
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
ラ
ジ
オ
体
操

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
が
字
幕

で
入
っ
た
動
画
も
製
作
。
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
出
演
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
本
市
の
元
気
を
全
国
に
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※�

動
画
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す

広
が
る

「
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
」

音
源（
Ｃ
Ｄ
）　
１
月
５
日
の
仕
事
始

め
式
で
、
体
操
を
初
披
露
。

　

そ
の
後
、
市
内
の
小
中
学
校
や
保
育

園
、
幼
稚
園
、
各
種
団
体
な
ど
を
は
じ

め
、
市
内
外
の
皆
さ
ん
に
も
Ｃ
Ｄ
を
配

布
。
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
大
会
な
ど
で

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
（
９
月
15
日
現
在

の
配
布
枚
数

約
７
、０
０
０

枚
）。

動
画　
１
月

20
日
、
動
画
投

稿
サ
イ
ト
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
や
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
通
し
て
発

信
。
再
生
回
数
は
、
９
月
15
日
現
在
で

約
８
万
５
、０
０
０�

回
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
動
画
を
収
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
製
作

し
、
体
育
指
導
員
や
み
や
こ
ん
じ
ょ
健

康
づ
く
り
会
に
配
布
し
て
、
イ
ベ
ン
ト

や
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
前
の
準
備
運

動
に
役
立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
や
ご
要
望

　
「
毎
朝
、
職
場
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し

て
い
る
の
で
使
い
た
い
」、「
ス
ポ
ー
ツ

教
室
で
利
用
し
て
い
る
が
、
は
じ
め
て

聞
い
た
と
き
は
笑
っ
て
し
ま
っ
た
」、

「
よ
く
耳
に
す
る
都
城
弁
が
、
笑
顔
を

誘
い
、
心
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
」、

「
よ
く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
面
白
い
」

な
ど
の
う
れ
し
い
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
外
や
県
外
在
住
の
本
市
出

身
の
人
た
ち
な
ど
か
ら
、
Ｃ
Ｄ
を
送
っ

て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要
望
も
数
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

活
用
く
だ
さ
い

　

総
合
政
策
課
（
本
庁
４
階
）、
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
で
、
Ｃ
Ｄ
を
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
音
源
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
動
画

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
総
合
政
策
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

「
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
」に

込
め
る
市
長
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た

　

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
被
災
地
の
仮

設
住
宅
で
は
、
毎
朝
、
被
災
者
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操

に
は
集
ま
る
け
れ
ど
、
震
災
の
影
響
で
元

気
も
笑
顔
も
な
く
、
体
操
を
し
て
い
る
と

い
っ
た
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
こ
と
を
心
配
し
た
地
域
の
男
性

が
、
一
人
で
も
多
く
の
人
を
和
ま
せ
、
笑

顔
と
元
気
を
届
け
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、体
操
の
掛
け
声
を
、地
域
の
方
言
に
替

え
た
ラ
ジ
オ
体
操
を
製
作
し
た
そ
う
で
す
。

　

あ
る
朝
、
そ
の
方
言
ラ
ジ
オ
体
操
を
流

し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ま
で
元
気
の
な
か
っ

た
人
た
ち
が
、
慣
れ
親
し
ん
だ
方
言
の
明

る
い
掛
け
声
で
、
笑
顔
に
な
っ
て
元
気
を

取
り
戻
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
方
言

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
地
域
全
体
に
広
が
り
、

「
笑
顔
と
元
気

の
輪
が
大
き
く

な
っ
た
」と
い

う
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
私

は
「
み
や
こ
ん

じ
ょ
弁
」
で

ラ
ジ
オ
体
操
を
作
っ
た
ら
「
市
民
の
皆
さ

ん
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
思
い
か
ら
、
今
回
、
製
作
を
指

示
し
ま
し
た
。

　

産
声
を
あ
げ
た
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ

ジ
オ
体
操
第
１
」。
慣
れ
親
し
ん
だ
方
言

で
、
き
っ
と
笑
顔
に
な
れ
ま
す
。
併
せ

て
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
効
果
で
健
康
づ
く
り

に
も
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

インタビュー
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絵
本
作
家
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
８
月
23
日
、
高
城
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
絵
本

好
き
な
親
子
10
組
が
参
加
。
親
子
ら
は
、

作
家
自
身
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
言
葉
を

使
っ
た
遊
び
に
耳
を
傾
け
、
絵
本
の
面
白

さ
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
開
く
と
飛
び
出
す
カ
ー

ド
を
作
り
、
好
き
な
色
を
塗
っ
た
り
絵
を

書
い
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
家

族
で
参
加
し
た
花
田
夕ゆ

り

か

里
歌
ち
ゃ
ん
（
４

歳
・
吉
尾
町
）
は
「
動
物
が
出
て
く
る
絵

本
が
大
好
き
。
今
日
は
、
象
の
話
が
あ
っ

た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
」
と
、
絵
本
へ
の

興
味
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
し
て
河
川
環
境
の
大
切
さ
を
学
ぶ

「
大
淀
川
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
が
８
月
23
日
、

下
沖
水
橋
河
川
敷
の
せ
せ
ら
ぎ
水
路
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
７
０
人
の
子
ど
も

ら
が
参
加
し
、
魚
の
つ
か
み
取
り
や
大
淀
川

に
す
む
魚
の
展
示
、
河
川
の
ご
み
に
関
す
る

ク
イ
ズ
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
水
辺
の
環

境
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

言
葉
遊
び
に
想
像
膨
ら
む

川
の
大
切
さ
を
再
確
認

　

今
年
度
、
１
０
０
歳
を
迎
え
る
76
人
と
最

高
齢
者
に
贈
る
長
寿
祝
い
の
湯
飲
み
窯
出
し

が
８
月
27
日
、
吉
之
元
町
の
工
房
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
湯
飲
み
に
は
、
一
つ
一
つ
名
前
が

書
か
れ
、丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

都
城
焼
窯
元
の
宇う

つ

の

都
野
暁あ

き
ら

さ
ん
は
「
今
年
も

湯
飲
み
を
作
る
大
役
が
果
せ
た
」
と
す
が
す

が
し
い
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

健
康
と
長
寿
の
願
い
を
込
め
て

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
県
防

災
訓
練
が
８
月
30
日
、
本
市
を
含
む
県
南
地

域
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
津
波
に
よ
り
沿

岸
部
が
被
災
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
救
援

物
資
の
搬
送
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
な
ど
、

被
災
地
支
援
の
訓
練
を
初
め
て
実
施
。ま
た
、

救
命
講
習
や
消
火
訓
練
も
行
わ
れ
、
参
加
者

ら
は
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
に
備
え
る

　

８
月
に
着
任
し
た
、
中
心
市
街
地
活
性

化
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
二
宮
啓
市
さ

ん
に
よ
る
講
座
が
８
月
27
日
、
ウ
エ
ル
ネ

ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市

民
80
人
が
参
加
し
、
北
九
州
市
で
実
践
し

た
、
空
き
店
舗
を
改
修
し
て
活
用
す
る 

｢

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り｣

の
手

法
を
紹
介
。
眠
っ
て
い
る
不
動
産
を
管
理

運
営
す
る

｢

家や

も

り守
組
織｣

を
育
て
、
共
に

ま
ち
の
再
生
に
取
り
組
も
う
と
訴
え
掛
け

ま
し
た
。
榎
田
志
穂
さ
ん
（
三
股
町
）
は

｢

意
欲
的
に
活
動
し
て
い
る
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
ま
ち
な
か

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
が
で
き
る
と
実
感
し

た｣
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

絵本作家による読み
聞かせ

都城タウンマネージ
ャー講座

宮崎県総合防災訓練 大淀川こどもサミッ
ト

長寿祝いの湯のみ窯
出し
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選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
改
正
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
若
者
に
選
挙
の
仕
組
み

と
有
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
選
挙
出

前
講
座
が
８
月
28
日
、
都
城
泉
ヶ
丘
高
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
校
の
２
、３
年
生

約
５
２
０
人
が
参
加
し
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
選
挙
の
歴
史
や
最
近
の
投
票
状

況
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
模
擬
選
挙

を
実
施
。生
徒
ら
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、

一
つ
一
つ
手
順
を
確
認
し
な
が
ら
投
票
し

ま
し
た
。
前
田
一い

っ
せ
い成
さ
ん（
２
年
）
は
「
投

票
ま
で
の
流
れ
が
、
慎
重
に
管
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
一
票
を
無
駄
に
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
必
ず
選
挙
に
行
き

た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
霧
島
酒
造
オ
ー
プ
ン
が
９

月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
、
霧
島
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
之
口

町
出
身
の
徳
丸
信
代
選
手
な
ど
、
国
内
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
24
組
が
出
場
。
プ
ロ
選
手
の

華
麗
な
プ
レ
ー
を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
来

場
者
が
訪
れ
、
息
詰
ま
る
熱
戦
に
観
客
席
か

ら
は
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

大
切
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に

砂
上
の
息
詰
ま
る
熱
戦

　

重
陽
の
節
句
「
の
ち
の
雛ひ

な

展
」が
９
月
５

日
か
ら
20
日
ま
で
、
旧
後
藤
家
商
家
交
流
資

料
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
無
病
息
災
を
願

う
風
習
に
合
わ
せ
て
、
虫
干
し
の
た
め
、
同

館
が
所
蔵
す
る
ひ
な
人
形
な
ど
趣
向
を
凝
ら

し
て
展
示
。
来
場
者
ら
は
、
節
句
の
い
わ
れ

を
聞
い
た
り
、展
示
物
を
眺
め
た
り
し
な
が
ら
、

味
わ
い
深
い
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

趣
向
を
凝
ら
し
た
展
示
で
お
出
迎
え

　

水
泳
や
自
転
車
、
長
距
離
走
の
合
計
タ
イ

ム
を
競
う
、
き
り
し
ま
ん
ぢ
だ
ジ
ュ
ニ
ア
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
９
月
６
日
、
高
城
観

音
池
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か

ら
健
脚
自
慢
１
８
５
組
・
２
４
３
人
が
エ
ン

ト
リ
ー
。
起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
で
タ
イ
ム

を
競
う
選
手
ら
に
、
詰
め
掛
け
た
観
客
か
ら

は
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ち
び
っ
子
ア
ス
リ
ー
ト
の
熱
き
挑
戦

　

敬
老
の
日
を
前
に
、
１
０
０
歳
を
迎
え

る
市
内
の
高
齢
者
を
祝
う
世
帯
訪
問
が
９

月
３
日
、市
内
の
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
市
内
の
１
０
０
歳
到
達
者
は
76

人
。
市
内
最
高
齢
と
な
る
篠
原
サ
カ
ヱ
さ

ん
（
１
０
７
歳
・
今
町
）
を
池
田
市
長
が

訪
問
し
、
祝
い
状
と
一
緒
に
名
前
が
書
か

れ
た
大
湯
飲
み
や
花
束
を
贈
り
、
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。
明
治
41
年
生
ま
れ
で
、
今

町
に
あ
る
一
里
塚
の
清
掃
活
動
な
ど
で
表

彰
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
篠
原
さ
ん
は
、

贈
ら
れ
た
祝
い
状
の
文
面
を
大
き
な
声
で

読
み
上
げ
る
と
、「
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す｣

と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

長
寿
と
健
康
を
祝
っ
て

選挙出前講座

高齢者世帯訪問

ジュニアトライアス
ロン大会

ビーチバレー霧島酒
造オープン

重陽の節句「のちの
雛展」
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